
その69

防
災
だ
よ
り

 

令
和
５
年
に
起
こ
っ
た
風
水
害

　
梅
雨
前
線
の
影
響
で
７
月
に
福
岡
・
佐

賀
・
大
分
県
で
線
状
降
水
帯
が
発
生
し
、

土
砂
災
害
や
浸
水
な
ど
の
大
き
な
被
害
が

あ
り
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
、
崖
崩
れ
や
土
砂
災
害
、
冠
水

に
よ
る
通
行
止
め
、
護
岸
侵
食
な
ど
が
発

生
し
、
死
者
１
人
、
半
壊
１
棟
、
床
上
浸
水

１
棟(
２
戸
)の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　
久
留
米
市
で
は
土
砂
災
害
警
戒
区
域
で

土
石
流
が
起
き
、
浸
水
想
定
区
域
で
最
大

３
.８
ｍ
浸
水
す
る
な
ど
、
６
年
連
続
で
浸

水
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
他
に
も
、

全
国
で
は
次
の
表
の
災
害
が
発
生
し
ま
し

た
。

　
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
備

え
て
対
策
し
ま
し
ょ
う
。

 

今
で
き
る
災
害
へ
の
４
つ
の
備
え

 

１
.非
常
持
出
品
と
備
蓄
品

 
 
 
 
 

 

ペ
ー
ジ
I
D
:
3
2
7
2
2

　
避
難
時
に
持
ち
出
す
非
常
持
出
品
と
３

日
分
の
備
蓄
品
を
用
意
し
、
賞
味
期
限
や
消

費
期
限
を
再
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

 

２
.災
害
や
避
難
情
報
の
入
手
方
法

 
 
 
 
 

 

ペ
ー
ジ
I
D
:
2
6
6
8
0

　
被
害
状
況
や
避
難
所
情
報
な
ど
が
入
手

で
き
る
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
登
録
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
県
の
防
災
ア
プ
リ
ま
も
る
く
ん

▼
県
の
防
災
メ
ー
ル
ま
も
る
く
ん

▼
市
の
災
害
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス
や
公
式

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

 

３
.マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成

 
 
 
 
 

 

ペ
ー
ジ
I
D
:
3
2
7
4
2

　
災
害
の
危
険
性
が
高
ま
っ
た
時
の
自
分

や
家
族
の
行
動
を
時
系
列
に
整
理
し
た
マ

イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

(

避
難
行
動
計
画

)

を
作
成
し
、
い
つ
も
確
認
で
き
る
場
所
に

掲
示
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　「
い
つ
」「
何
を
す
る
か
」を
話
し
合
い
、
避

難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
が
さ
な
い
こ
と
が

大
切
で
す
。避
難
場
所
・
ル
ー
ト
、
危
険
箇

所
(
ふ
た
の
な
い
側
溝
・
狭
い
道
な
ど
)
の

確
認
も
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

 

４
.早
め
早
め
の
避
難

 
 
 
 
 
 

 

ペ
ー
ジ
I
D
:
2
9
3
1

　
災
害
危
険
箇
所
や
周
辺
に
住
む
人
は
雨

が
降
っ
た
ら
細
心
の
注
意
が
必
要
で
す
。

災
害
リ
ス
ク
の
高
い
人
の
た
め
に
早
め
に

避
難
で
き
る
「
自
主
避
難
所
」
を
３
カ
所
開

設
し
て
い
ま
す
。
近
隣
の
人
に
声
を
か
け

な
が
ら
一
緒
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

【本
市
の
自
主
避
難
所
】

・
太
宰
府
館

・
プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太
宰
府
(中
央
公
民
館
)

・
総
合
体
育
館
(と
び
う
め
ア
リ
ー
ナ
)

防
災
専
門
官
　 

野
田
　 

秀
敏

の

だ

ひ
で
と
し

昨
年
の
風
水
害
を
振
り
返
り

防
災
へ
の
備
え
を

令和６年太宰府市 ・筑紫野市合同
消防出初式を開催しました

　本市と筑紫野市合同の消防出初式を１月７日㈰、太宰府西中学校

で開催しました。

　本市・筑紫野市の両消防団、筑紫野太宰府消防組合消防本部、自

衛隊音楽隊などが参加し、勇壮な分列行

進や初の試みとなった消防演舞など日頃

の訓練の成果を披露しました。また、消防

活動での功績や永年勤続に対する表彰

も行いました。

６月

7月

8月

9月

梅雨前線

台風２号

梅雨前線

台風７号

台風13号

和歌山・愛知・静岡・神奈川

栃木

福岡・佐賀・大分・熊本

鹿児島・島根・石川・富山・秋田

和歌山・愛知・三重・大阪・京都

鳥取

千葉・茨城・福島

月 気象災害 主な被害が発生した県

令和５年の主な気象災害と台風

HP

HP

HP

HP

　年末年始に市内のさまざまな自治会で餅つきが

行われました。これまではコロナ禍の影響で中止して

いた自治会も多くありましたが、この冬は参加者の

皆さんがつく餅つきの音が聞こえ、つきたてのお餅

を好みの味でおいしそうに食べている様子が多く見

られました。

自治会餅つき さぁ
協働を
進めよう

問い合わせ　地域コミュニティ課（☎内線543）

vol.173

「うめさろん」が紹介する“市民のチカラ”!!
「うめさろん」とは？

　筑紫女学園大学の学生が、社会貢献と自己実現を図ることを目的に結成した団体です。空き家活用として、太宰府

市五条にあるアパートのリノベーションをおこない、学生の居場所、地域の人との交流の場作りをしています。イベント

や日々の活動はインスタグラム・facebookで発信しています。

主な活動内容

○マルシェなど各種イベントの企画・開催

○学生チャレンジショップ「WineHouse(ワインハウス) やまつづら」の

　運営　など

うめさろんから一言
　WineHouse やまつづらは、元は空き家だったとは思えない程、ステキな内装にリノベーションされ

ています。海外のワインを中心にワインソムリエが選んだリーズナブルなものが揃っています。一度、

足を運んでみてはいかがでしょうか。

いきいき情報センター内にある NPO ・ボランティア支援をするところです。
詳しくは広報だざいふ令和５年５月号をご覧ください。（ページ ID ：1042）

筑紫女学園大学フィールドワーク研究会

「Ｒｅ’ｂｏｒｎ不動産」

問い合わせ ☎（９１８）３６３３

※このページでは自治会の活動事例を紹介しています。

　各自治会が地域の特性に合わせた活動をしていますので、住んでいる地域の活動とは異なる場合があります。

リ　　ボーン

机作成中の様子ワインショップの様子

蒸したもち米を投入

大人と子どもが一緒に餅つき

火を焚いてもち米を蒸しています

あんこ餅を作っています

地域から多くの人が参加しました

餅を丸めています

きな粉で美味しく仕上げます

つきあがって丸めたお餅

コミュニティ無線を
とおして J アラートを

試験放送します

問い合わせ　防災安全課　防災対策係

（☎内線519・531）

放送日時

２月９日㈮

午前11時
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